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NTTPC は、フィールドワーカーの「安全」と「健康」
をみまもるウェアラブル IoT サービス「みまもりがじゅ
丸®」を開発・提供しています。
「みまもりがじゅ丸®」は、リストバンド型のバイタ
ルセンサーを活用して、フィールドワーカーの脈拍数を
計測し、今いる場所の情報と合わせてリアルタイムに管
理し、それを管理者にお報せするサービスです。フィー
ルドワーカーの “いま” を把握することで、ワーカーが
長く働き続けられる職場環境づくりをサポートします。

NTTPC は「みまもりがじゅ丸 ®」の開発を進め
るにあたり、約 1 年にわたり 13 社と POC（Proof of 
Concept：概念検証）を実施して、勤務時の特徴的な脈
拍変動などの情報を取得しました（図 1参照）。また、
医療専門家による監修のもと培ったノウハウや分析ロジ
ックを利用することで、フィールドワーカーの異常を的
確に検知することを可能にしました。
「みまもりがじゅ丸®」の特長として、次のようなこ

とがあげられます。
◆特長１　フィールドワーカーの健康状態
をリアルタイムに “みまもる”：フィールド
ワーカーを管理監督する立場の管理者が、フ
ィールドワーカーの事故や体調変化などの
安全面を把握する “ラインケア” を実現し、
一人で働いている時でも、みまもられている
安心感を与えられます。また、これまでは広
いフィールドで働くワーカー全員をリアル
タイムに “みまもる” ことは困難でしたが、
全員を一覧表示でき、労働状態なども把握す
ることができるので、フィールドワーカーの

　

フィールドワーカーがビジネスを支えている業界で
は、フィールドワーカーの高齢化に加え、長時間労働や
健康起因事故、なり手不足といったさまざまな課題を抱
えています。このような課題の解決に貢献できるよう、

フィールドで働く方々の脈拍の変化と
今いる場所を把握して安全と健康をみまもる
ウェアラブル IoTサービス「みまもりがじゅ丸®」

リストバンド型のバイタルセンサーを活用して
フィールドワーカーの健康や安全を把握

NTTPCコミュニケーションズ（以下、NTTPC）
が提供している「みまもりがじゅ丸®」は、リ
ストバンド型バイタルセンサーを活用して、
フィールドで働く方々（以下、フィールドワー
カー）の「安全」や「健康」をみまもるウェア
ラブルIoTサービスです。脈拍数の変化や今い
る場所などの情報を取得することで、フィール
ドワーカーの “いま” を把握できます。また、
情報を継続的に取得することで、状態変化の“お
それ” や、変調の “きざし” に気付くことがで
きます。

約 1年間、13社との POCを通じて
勤務時の脈拍の状態や特徴を把握
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図1　POCを通じて取得した勤務時の特徴的な脈拍変動例
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ルとして利用されています。また、フィールドワーカー
一人ひとりの健康状態を把握できるので、工事現場にお
ける作業員の健康管理にも活用されています。

「みまもりがじゅ丸®」は、他システムとの連携を可
能にする API を有しています。API を利用して運行管理
や作業工程管理などのシステムとの組み合わせること
で、システムの高度化や拡張を図ることができます。
NTTPC では、フィールドワーカーの健康状態をより
正確に把握できるよう、個人毎のアラートやストレス検
知などの機能拡充を段階的に行っていく予定です。

健康悪化の “きざし” を発見できます。
◆特長２　一人ひとりの “いつも” の脈拍を算出し、個
人の特長を反映：作業に対する負荷・疲労は、同じ作業
であっても経験による個人差や体調によって変わります。
「みまもりがじゅ丸®」は、作業中の日々のデータから個
人の “いつも” を把握します。また、ゆるやかに変化し
ていく年齢の “いつも” も補正します。“いつも” の把握は、
全傾向を集計する統計処理ではなく、過去の本人データ
との比較により、肉体疲労や状態変化など “いつもと違う”
を捉えて、例えば体への負担が大きくなっていることな
どを把握することができます。
◆特長３　「ヒヤリ・ハットマップ」など注意すべき場
面が “見える”：フィールドワーカーが “ヒヤリ・ハット”
を感じた場所は、無意識に注意する場所として記憶され
ます。「みまもりがじゅ丸®」は、バイタルが変化した “ヒ
ヤリ・ハット” を記録し、場所や時間のデータから新た
な事故防止の視点を得ることができます。注意すべき場
所が “見える” ことで、ベテランフィールドワーカーが
その場所で体験した緊張や焦りを、経験の浅いフィール
ドワーカーへ継承するきっかけになります。また “おそ
れ” や “きざし” の発生頻度の結果から、場所や時間に
季節的な要因も加えて、注意すべき場面の傾向が分かる
ようになります。
このような特長により、運送業界などでは、中高年の
ドライバーの増加に伴う健康起因による事故対策のツー
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注意が必要な場所が“見える”

作業者１人１人の状態を理解する

作業者の変化の“きざし”に気づく

LIVE

適切な指示、アドバイス、支援を行うことができます。

作業者へ水分補給の指示と共に、体を冷やせる場所への退避を伝え、近くの人に援助も依頼できます。

LIVE

作業者が“ヒヤリ・ハット”を感じた場所は、カラダの無意識下で注意する場所と記憶
されているようです。ベテランの体験を経験が浅い作業員へ継承できます。

作業に対する負荷・疲労は、同じ作業においても経験による個人差、体調によっても
変わります。疲労が蓄積することで体への負担が大きくなっていることを見ることができます。

継続的に取得する日々のバイタルデータにより、作業者１人１人の“いつもの”状態

作業者の“いま”を把握したい
作業者全員の “いま” の状況（脈拍数、作業場所）を一覧で把握することができるため

暑さによる変化の“おそれ”をお知らせ
作業者に暑さによる変化の “きざし“ が発現したら、“おそれ” としてお知らせします。

を把握できます。“いつも” から異なる違いを捉えることで、変調に気づくことができます。

図 2　「みまもりがじゅ丸®」の管理者UI（イメージ）と、想定されるサービス活用シーン

API を利用してシステムの高度化や拡張が可能、
機能拡充も段階的に実施


